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精神的ストレスが僧帽筋中のヘモグロビン動態に与
える影響
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精神的ストレスが僧帽筋内のヘモグロビン動態に及ぼす影響に関する研究
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頚肩腕障害(非特異型)患者の上肢挙上動作時の僧帽筋におけるヘモグロ
ビン動態に関する研究
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6 研究経費: 平成 17年度 3，400，000 円





・TaodaK.，附taharaT.， Tsujimura H.，トlirataM.， Nishiyama K. Hemogrobin dynamics at 
trapezius muscle during hold the arms horizontally uSing near-infrared spectroscopy in 
the patients with nonspecific upper-extremity work-related musculoskeletal disorders. 









































































水平位保持，精神的な負荷は StroopColor Word Testとした.各課題は 1
分間とし，各課題前に 5分の安静時間を設けた.各課題時および安静時の筋






















被験者はインフォームド・コンセントを得た女性 45人、 (Nonspecific 
workrelated upper-extremity musculoskeletal disordersで休業中の患者:
14人、上肢作業者検診受診者:18人、対照:14人)である。被検者には、
まず、問診、機能検査(指尖振動感覚闘値、タッピング検査、ピンチ力、握






































( 1 ) 尖振動感覚闇値、ピンチ力、タッピング値は、 Iと田、 W群間で差 (p< 
0.05)が認められ、握力、肩腕押引力、体位前屈、背筋力はすべての群間
で差 (p<0.05)が認められた。日常生活の不便苦痛に関する訴えは、す
べての群間で差 (p< 0.05)が認められた。これらの結果より、機能検査
所見および日常生活の不便苦痛に関する訴えは、頚肩腕障害の症状を反映
する頚肩腕部や手指部などの「こる・だるいJ rいたい」など自覚症状に
相応していると考えられた。
(2) 肩が「こる・だるいJ r痛い」の自覚症状があるものでは、僧帽筋および
肩甲骨内側傍脊柱起立筋群の有所見率が後頚部筋群、練下筋部より有意に
高く、特に僧帽筋の有所見率が高かった。圧痛を伴わない硬結所見は、無
自覚者にも認められたが、無自覚者や「痛みJの自覚がある者に比べて「こ
りJを自覚するものに有意に高かった。圧痛を伴った筋硬結所見の有所見
率は、 「こるJだけの自覚症状に比べて「痛み」の自覚症状があるもので
結論:
12 
有意に高かった。この結果より、筋触診は頚肩腕障害の診察に有意義であ
り、頚肩腕障害の自覚症状の進行に応じて、圧痛の伴わない硬結、圧痛の
伴う硬結所見を呈すると考えられた。
以上の検討より、機能検査値(指尖振動感覚闘値、ピンチ力、握力、肩
腕押引力、体位前屈、背筋力)や筋触診所見(筋硬結、圧痛)は、頚肩腕
部の自覚症状と相応し、頚肩腕障害の病状を反映すると考えられた。
2-3 総括
健常な女性を対象とした実験的研究から、精神的ストレスの負荷により、安静時か
ら上肢挙上時の僧帽筋中の脱酸素化ヘモグロビン濃度は、挙上単独動作時より有意に
減少し、酸素化ヘモグロビン濃度は変化しないという結果を得た。この上肢挙上時の
僧帽筋内のヘモグロビン濃度の変化は、肩に痛みの自覚症状がある者や、僧帽筋の触
診所見で硬結や圧痛の所見を示す者にも同様に認められた。肩の痛みの自覚症状や筋
触診所見は、機能検査所見と相応して非特異型頚肩腕障害の病状を反映することから、
上肢挙上時の僧帽筋中の脱酸素化ヘモグロビンの産生抑制は、非特異型頭肩腕障害の
病態を反映している可能性が考えられた。
精神的ストレスの負荷や非特異型頚肩腕障害患者において、同一の筋活動であって
も筋組織での脱酸素化ヘモグロビンの産生が減少した本研究結果は、非特異型頚肩腕
障害の発生・悪化に、筋組織での酸素利用抑制が関与している可能性を示すものと考
えられた。本研究では、観察時聞が 1分間と短かったことや、非特異型頚肩腕障害患
者を対象とした検討では断面的な観察しかできなかった。今後は、 1分間を超える長
時間の観察や、患者の回復経過を追跡的に観察する研究などが必要と考えられた。
